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受賞論文（以後、本論文）では、質量が大きい恒星（以後、大質量星）が

形成する過程を高精度な 3 次元磁気流体シミュレーションを用いて調べ

た。 

太陽の何十倍も質量が大きい星、すなわち大質量星が形成する過程は

長年謎であったが、最近の観測の進展により、分子雲が衝突することに

より大質量星が形成されることが示唆されてきた。このような観測に基づ

いて、分子雲の衝突による大質量星のシナリオが提案された。このシナリ

オでは、分子雲が高速に衝突することによって、狭い領域に大きな質量

のガスを集めて、大質量星が形成する環境を用意し、大質量星が形成す

る。しかしこのシナリオの妥当性を確認するために、数値シミュレーション

による検証が求められてきた。 

 そこで本論文では、分子雲の衝突から大質量星の形成までの過程を

一貫した数値シミュレーションを用いて初めて追跡し、このシナリオが有

力であることを示した。数値シミュレーションでは、高いダイナミックレンジ

を実現するために、適合格子細分化法（AMR 法）とシンク粒子法と呼ばれ

る高度な数値計算技術が投入された。さらに星形成で重要な役割を果た

す磁場と乱流の効果も取り入れた。 

 このシミュレーションによって、50 太陽質量を超える大質量星の形成

が直接示されただけでなく、分子雲の特徴的な構造であるフィラメント状

の構造も自然に再現され、本シミュレーションが現実的であることを示し

た。 
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